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Evaluation of the efficacy of creatine chemical exchange saturation transfer imaging in 
assessing testicular maturity（精巣内成熟度評価におけるクレアチンCESTイメージング

の有用性の検討） 

論文内容の要旨 

〔目 的(Purpose)〕 

顕微鏡下精巣精子採取は非閉塞性無精子症に対する最も効果的な治療法であるが、精子回収率は低く、精巣の成熟

度に依存する。しかし、精巣の成熟度を評価する有用な検査は限られている。化学交換飽和移動（CEST）イメージ

ングは、生体内の微量物質の分布を画像化できる新しいMRI撮像方法である。我々は、精巣におけるクレアチン

（Cr）の潜在的役割に注目し、Cr-CESTイメージングが精巣内成熟度を評価できるのではないかと考え、これを検

討することを目的とした。 

 

〔方法(Methods)〕 

男性不妊症患者モデルとして、Sertoli-cell only（SCO）モデル（Kitw/Kitwv）、Maturation arrest(MA)モデル

（Zfp541ノックアウトマウスおよびKctd19ノックアウトマウス）、精子奇形症モデル（Tbc1d21ノックアウトマウ

ス）を使用し、コントロール群としてC57BL/6Jマウスを用いて、Cr-CESTイメージングの撮像を行い、その後組織

学的解析を行った。さらに、性成熟前後のCr-CESTイメージングの変化を検討するため、性成熟前の4週齢、性成熟

後の9週齢、20週齢のC57BL/6Jマウスを用いてCr-CESTイメージングを撮像した。 

 

〔成績(Results)〕 

SCOおよびMAではCr-CEST信号強度の低下が認められたが（p<0.05）、奇形精子症モデルでは低下は認められなかっ

た（p=1.0）。信号強度は、SCOからMAおよび精子奇形症と精巣内の成熟度が増すにつれて上昇した。また、精巣内

の細胞密度も精巣内の成熟度と一致して上昇した。さらに、Cr-CEST信号強度は、精巣が未熟な4週齢では9週齢、

20週齢と比較し低下した（p<0.05）。 

 

〔総 括(Conclusion)〕 

Cr-CESTイメージングは、非侵襲的に精巣内の細胞密度や、性成熟を予測することが出来た。Cr-CESTイ

メージングは精巣内造精機能を評価することが出来る新規の画像診断法であった。Cr-CESTが精巣内成

熟度を非侵襲的に評価し、男性不妊症診療に新たな治療戦略をもたらす可能性がある。 

 




